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【公開番号】特開2017-83711(P2017-83711A)
【公開日】平成29年5月18日(2017.5.18)
【年通号数】公開・登録公報2017-018
【出願番号】特願2015-213190(P2015-213190)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ  15/02     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成29年4月24日(2017.4.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　軸体と、前記軸体の外周に形成された弾性体層と、前記弾性体層の外周に形成された表
層と、を備え、
　前記表層が、バインダーおよび粗さ形成用粒子を含有し、前記粗さ形成用粒子が存在し
ている部分において前記粗さ形成用粒子が存在していない部分よりも径方向外側に突出す
る凸部を有しており、
　前記粗さ形成用粒子が、多孔質シリカ粒子で構成されており、当該多孔質シリカ粒子は
、平均粒子径５～５０μｍ、吸油量２００～５００ｍｌ／１００ｇ、孔サイズ５～２０ｎ
ｍであり、
　前記多孔質シリカ粒子が、親水性であることを特徴とする電子写真機器用帯電ロール。
【請求項２】
　軸体と、前記軸体の外周に形成された弾性体層と、前記弾性体層の外周に形成された表
層と、を備え、
　前記表層が、バインダーおよび粗さ形成用粒子を含有し、前記粗さ形成用粒子が存在し
ている部分において前記粗さ形成用粒子が存在していない部分よりも径方向外側に突出す
る凸部を有しており、
　前記粗さ形成用粒子が、多孔質シリカ粒子で構成されており、当該多孔質シリカ粒子は
、平均粒子径５～５０μｍ、吸油量２００～５００ｍｌ／１００ｇ、孔サイズ５～２０ｎ
ｍであり、
　前記バインダーは、前記表層における粗さ形成用粒子が存在している部分から粗さ形成
用粒子が存在していない部分にかけて裾が広がるように前記粗さ形成用粒子の周囲を覆っ
ていることを特徴とする電子写真機器用帯電ロール。
【請求項３】
　前記粗さ形成用粒子が存在していない部分における表層の厚みが、前記多孔質シリカ粒
子の平均粒子径の１／１０～１／３であることを特徴とする請求項１または２に記載の電
子写真機器用帯電ロール。
【請求項４】
　前記表層が、さらに酸化スズを含有することを特徴とする請求項１から３のいずれか１
項に記載の電子写真機器用帯電ロール。
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【請求項５】
　前記バインダーが、水溶性、水分散性、あるいは、水／アルコール混合溶媒可溶性であ
ることを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の電子写真機器用帯電ロール。
【請求項６】
　前記バインダーが、ポリアミドまたはポリウレタンからなることを特徴とする請求項１
から５のいずれか１項に記載の電子写真機器用帯電ロール。
【請求項７】
　前記多孔質シリカ粒子が、親水性であることを特徴とする請求項２から６のいずれか１
項に記載の電子写真機器用帯電ロール。
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